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【 目的】マウ ス ガード 装着によ り 肩こ り 等の愁訴が改善する 報告がみら れる 。 し かし 緊張・ 疲労や活気など 気分状況に及ぼす
影響についての報告はみら れない。 マウ ス ガード 装着によ り 肩こ り 等の愁訴改善のみなら ず気分状況に良い影響が得ら れる
なら ば、 患者に対し てそれら の改善に関する 助言およ び歯科医師への紹介を 行う こ と が可能になる と 考えら れる 。【 方法】本
研究の趣旨に同意し た成人男性 10 名を 対象と し た。 気分状況に関する 調査には POMS2 短縮版（ 以下、 POMS）を 用いた。
マウ ス ガード は歯科医師（ ス ポーツ デンティ ス ト ）によ り 各被検者ごと に歯列模型を作製し 咬合調整さ れたカス タ ムメ イ ド マ
ウ ス ガード（ 以下、 CM G）を 使用し た。 CM G の装着は日中の活動中で 2 時間行い、 POM S 調査は CMG を 装着する 前（ 以下、
初回）、 初めて CM G を 装着し た後（ 以下、 初回 CMG 後）およ び 1 週間 CMG を 装着し た後（ 以下、 CMG1 週間後）で行っ た。
CM G 装着感（ 呼吸のし やすさ 、 違和感等）の調査について、 POMS 調査と 同時に行っ た。【 結果】POM S の結果は「 緊張-不安」、

「 疲労-無気力」の気分状態において初回と 比較し CM G1 週間後にネガティ ブな気分が低い傾向と なり 、「 活気-活力」のポジ
ティ ブな気分が高い傾向と なっ た。 CMG 装着感は初回 CM G 後、 CM G 1 週間後の共に呼吸のし やすさ に問題はなく 、 初回
CM G 後に違和感など は少し 気になる 程度であり 、 CMG1 週間後でそれら の程度が改善さ れる 傾向にあっ た。【 考察】CM G1
週間後に CMG 装着感の改善傾向が伺われたこ と 、 左右の噛み癖など を 改善さ せる 咬合調整がなさ れ、 ま た安静空隙内の
CM G の厚さ を 使用し たこ と によ り 副交感神経が優位に働き POM S 結果から ネガティ ブな気分が低い傾向を 、 ポジティ ブな
気分が高い傾向を 示し たと 思われた。本研究で用いた CMG は気分状況に良い影響を及ぼす可能性がある こ と が示唆さ れた。
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【 目的】本研究は、 成長期に好発する ス ポーツ障害の予防に向けたパイ ロ ッ ト ス タ ディ と し て、 中学生サッ カー選手における
試合時の高衝撃負荷を 定量評価する こ と を 目的と し た。【 方法】中学生男子サッ カー選手 8 名（ 年齢 13.71±0.6 歳、 身長 165.0
±6.3cm、 体重 49.3±5.5kg）を 対象と し 、 体幹上背部に 3 軸加速度センサ（ Sports Sensing、 200Hz）を 装着し た状態で試合を
行っ た。 センサに記録さ れたデータ から 左右方向、 上下方向、 前後方向の成分加速度を 抽出し 、 さ ら に合成加速度を 算出し
た。 合成加速度が 6G およ び 8G を 超える プレ ー動作の発生回数、 1 分間あたり の発生頻度およ び 95％信頼区間を 算出し た。

【 結果】閾値を 超える プレ ー動作は、 総時間 415 分の中で 2862 回（ ＞6G）およ び 773 回（ ＞8G）みら れた。 ま た、 発生頻度につ
いて、 ＞6G では 6.90 回/分（ 95％ condence inter val［ CI］. 6.64‐ 7.15 回/分）、 ＞8G では 1.86 回/分（ 95％CI. 2.46‐ 2.72 回/分）
であっ た。【 考察】小学生サッ カー選手で行われた先行研究（ Sasaki et al. 2021）と 比較し 、 中学生における 高加速度はやや少
ない傾向がみら れた。 こ のこ と は、 小中学生と のサッ カールール（ コ ート の広さ や競技人数）やプレ ー技術が異なる こ と によ
る 可能性が考えら れた。 サッ カーの試合中に発生する 高加速度動作と し ては、 減速やス ピード 変化を 伴う ラ ンニングが報告
さ れている 。中学生における 高加速度の発生頻度には個人差も みら れたこ と から 、成長期に急増する オス グッ ト ・ シュ ッ ラ ッ
タ ー病や腰椎分離症などのス ポーツ障害の機序解明に高衝撃負荷の定量評価が活かさ れる 可能性を示唆し た。
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【 目的】前十字靭帯（ 以下、 ACL）損傷は、 球技ス ポーツ のジャ ンプ着地動作時に多いと さ れている 。 視覚情報はジャ ンプ着地
動作において重要な役割がある こ と から 、 ジャ ンプ着地動作時の介入動作によ る 視覚誘導の有無が ACL 損傷の危険因子に
なる 可能性がある と 予想さ れる 。 本研究はジャ ンプ着地動作時の視覚誘導の有無が ACL 損傷に与える 影響について検討す
る こ と を 目的と し た。【 方法】対象はス ポーツ 競技歴 3 年以上の女性大学生 12 名と し た。 試技 1 はジャ ン プ台から のド ロ ッ
プジャ ンプと し 、 被験者の視線は床面に示し た線と し 、 線上に着地する よ う に指示を し た。 試技 2 はド ロ ッ プジャ ンプの際
に、 被検者の視線は前上方に吊り 下げたボールと し 、 ボールを タ ッ チし ながら 着地する よ う に指示し た。 試技 1、 2 と も に
矢状面と 前額面から ハイ ス ピ ード カメ ラ で撮影し 、 得ら れた映像から 膝関節屈曲角度、 膝関節外反角度を 画像解析ソ フ ト

（ Image J）を 用いて算出し た。 実験を 行う 上で体勢を 崩す者が散見さ れたため、 体勢を 崩し た群（ 以下、 不良群）と 正常着地
を し た群（ 以下、 正常群）の比較も 併せて行った。【 結果】ジャ ンプ着地動作時の視覚誘導の有無で膝関節の角度に有意差は認
めなかった。 不良群と 正常群の膝関節屈曲角度の比較では、 視覚誘導無し の不良群と 視覚誘導有り の正常群、 視覚誘導無し
の不良群と 視覚誘導無し の正常群でそれぞれ有意差を認めた。【 考察】ジャ ンプ着地動作時の介入動作によ る 視覚誘導の有無
に着目し 、 ACL 損傷に与える 影響について検討し た結果、 視覚誘導の有無で膝関節屈曲角度、 膝関節外反角度に有意差は
認めなかっ た。 し かし 、 正常群に比べ不良群は臀部や体幹の筋力が弱いこ と や、 左右のアンバラ ンス がある ため、 膝関節屈
曲角度が深く なったと 考える 。 そのため、 ACL 損傷のリ ス ク が高い可能性がある と 示唆さ れる 。
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キネシオテーピングが筋力ト レーニングに与える影響―上腕二頭筋を指標と し て―
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【 目的】キネシオテーピ ン グ（ 以下： KT）は、 皮膚に貼付する こ と で体液の循環を 改善さ せ、 自然治癒力を 高める 効果が期待
さ れる 。 ま た、 筋上に貼付中の瞬発的な筋力発揮に及ぼす効果も 報告さ れている が、 筋力ト レ ーニングにおける 筋力の経時
的な変化は報告さ れていない。 そこ で本研究では、 KT を 貼付し て筋力ト レ ーニングを 実施し た方が効果的かを 検討する と
同時に、 KT の貼付する 伸長率の違いによ る 効果を 比較的する こ と を 目的と し た。【 方法】対象者は男性 17 名、 利き 腕の 17
肢と し 3 群に群分けし た。 評価については、 筋厚は超音波画像観察装置を 、 筋力は徒手筋力計を 用いて測定し た。 3 群は「 KT
なし 群」「 KT20％伸長群」「 KT 最大伸長群」と し 、 筋力ト レ ーニングは肘の屈曲運動を 1 週間に 3 回実施し た。 測定は 1 週間
に 1 回実施し 、 統計学的に検討し た。【 結果】筋力については、「 KT なし 群」は 4 週目から 、「 KT20％伸長群」は 3 週目から 、「 KT
最大伸長群」は 5 週目から それぞれ、 pre と 比較し て有意な上昇（ p＜0.05）がみら れた。 筋厚に関し ては、「 KT なし 群」と「 KT
最大伸長群」では有意差（ p＜0.05）が示さ れなかっ た。 一方、「 KT20％伸張群」は 5 週目から 有意な上昇がみら れた。【 考察】
筋力と 筋肥大の関係では、筋力が先に上昇する と さ れている こ と から 本研究でも 筋力、筋肥大の順に上昇し たと 考えら れる 。
KT を 貼付し た方が早期に有意差が示さ れたのは、 多く の運動単位が動員さ れたこ と や固有受容器・ 関節受容器が刺激さ れ
たためだと 考えら れる 。 ま た、「 KT 最大伸長群」よ り も 先に「 KT20％伸長群」の有意差が上昇し たのは、 20％の伸長度におい
て筋にアプロ ーチ可能であっ たためと 考えら れる 。 こ れら の結果よ り 、 KT を 20％張力で貼付し てト レ ーニングを 行う こ と
で、 早期から 筋力およ び筋厚の上昇が認めら れる 可能性が示唆さ れた。
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【 目的】フ ァ イ テンチタ ンテープ（ 以下、 チタ ンテープ）は、 温熱効果によ る 鎮痛や筋肉の緊張緩和作用がある と さ れ、 主にボ
ディ ケアに多く 使用さ れている 。 同様の伸縮性を 有する キネシオテープは、 貼付によ る 重心動揺への影響についての報告は
ある が、 チタ ンテープ貼付における 報告はほと んど みら れない。 そこ でわれわれは、 チタ ンテープ貼付重心動揺に及ぼす影
響を 検討し たので報告する 。【 方法】対象は健常成人 16 名（ 21.2±0.4 歳）と し た。 対象の基礎データ と し て身長、 既往歴、 手
術歴、 競技歴、 利き 脚、 踏み切り 脚を 調べた。 チタ ンテープはフ ァ イ テン社製 X30 伸縮タ イ プ 5cm 幅を用いた。 チタ ンテー
プは、 長さ を 踵骨隆起から 内、 外側の膝関節裂隙ま での 70％と し て 2 本使用し た。 貼付部位は、 踵骨隆起から 外側膝関節
裂隙ま での長さ を 5 等分し 、 踵骨隆起から 2/5 ま で並走さ せ、 1 本は膝関節外側関節裂隙ま で、 も う 1 本は内側関節裂隙ま
でと し た。 重心動揺の測定はアニマ社製重心動揺計（ グラ ビ コ ーダー GW-10）を 用いた。 重心動揺の測定は、 テープ貼付な
し と テープ貼付あり で両脚での開眼と 閉眼、 片脚（ 軸脚）での開眼で各 30 秒間と し た。 測定項目は、 面積、 速度、 実行値面積、
総軌跡長と し た。 測定の順番は封筒法にて決定し た。 統計処理は、 対応のある t 検定を用い、 有意水準は 5％と し た。【 結果】
チタ ンテープ貼付あり は、 なし と 比較し て、 全ての測定項目で差を 認めなかっ た。【 考察】キネシオテープ貼付によ り バラ ン
ス 能力が向上し たと いう 報告がある が、 チタ ンテープ貼付によ っ て静的バラ ンス 能力の向上は認めなかっ た。 チタ ンテープ
は、 一般にボディ ケアと し て用いら れる こ と が多く 、 静的バラ ンス 能力の向上を目的と し た貼付は、 効果を得にく いと 考え
た。
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足関節のテーピングが歩行運動後の重心動揺に及ぼす影響
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【 目的】テーピ ングは関節の動き を制限する など の効果が期待さ れる が、 運動後にはテーピングの制動力が減少する こ と が報
告さ れている 。 し かし 重心動揺に対する 影響については一定の見解を 得ていない。 そこ で、 足関節にテーピング固定を 施行
し 、 歩行運動前後の重心動揺に及ぼす影響について検討を 行った。【 方法】対象は健常男性 10 人 10 脚と し 、 重心動揺計を 用
いて、 軸足の片脚立位における 総軌跡長、 外周面積を 計測し た。 ま た、 重心動揺測定後に visual analogue scale（ 以下 VAS）
にて片脚立位のバラ ン ス 感覚を 調査し た。 なお、 足関節の固定は、 ホワ イ ト テープ 38mm を 使用し 内反捻挫へ対する テー
ピ ングを 行っ た。 その後、 運動負荷と し て 1km の歩行を 実施し た。【 結果】総軌跡長は、 テーピ ング前 143.0±23.6cm、 テー
ピ ン グ 直後 142.7±19.6cm、 歩行後 149.3±42.4cm で有意差は認めなかっ た。 一方、 外周面積はテーピ ン グ 前 9.4±2.7cm

2
、

テーピ ング直後 12.3±2.4cm
2
、 歩行後 9.4±2.2cm

2
であり 、 テーピ ン グ前及び歩行後と テーピ ン グ直後と の間に有意差を 認

めた。 VAS 値はテーピ ング前 7.9±1.3、 テーピ ング直後 6.6±1.9、 歩行後 7.0±1.7 で有意差は認めなかっ た。【 考察】今回の
検討において外周面積では有意差を認めた。 こ れは、 非伸縮性のホワ イ ト テープを 貼付し たこ と によ り 、 足部の横・ 縦アー
チの機能を 阻害し た可能性がある こ と 、 足関節を 固定し たこ と によ り 足関節戦略に影響を及ぼし たこ と でテーピ ング直後の
外周面積に影響を及ぼし たと 考えら れる 。【 結語】足関節のテーピ ングは、 歩行運動後に外周面積の有意な増加が認めら れた。
ま た、 バラ ンス 感覚についての VAS 値では有意差を 認めなかっ た。

54

会 員 発 表



1 −  B −  7
スポーツ競技者における足関節捻挫の既往が足関節アライメ ント 及びト リ ガ―ポイント 発生に及ぼす影響
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key words： 足関節捻挫、 足関節アラ イ メ ント 、 Foot Posture Index、 ト リ ガ―ポイ ント

［ 目的］本研究ではス ポーツ競技者における 足関節捻挫の既往が足関節アラ イ メ ント 及びト リ ガ―ポイ ント 発生に及ぼす影響
を 明ら かにする ため、 サッ カー競技者を 対象に足関節アラ イ メ ント と 下肢筋のト リ ガ―ポイ ント 発生頻度を 足関節捻挫既往
の有無で比較し た。［ 方法］大学サッ カー部に所属する 選手 86 名を 対象と し 足関節既往歴の有無で分類し た。 足関節アラ イ
メ ント は Foot Posture Index-6（ FPI-6）によ り 評価し た。 ま た下肢筋のト リ ガ―ポイ ント を 問診及び触診によ り 評価し た。［ 結
果］非利き 足に足関節捻挫既往を 有する 者は既往歴がない者と 比較し て利き 足の FPI-6 総ス コ アが有意に高値を 示し た。 ま
た非利き 足に足関節捻挫既往を 有する 者は既往歴がない者と 比較し て利き 足の下肢帯・ 大腿前面筋（ 腸腰筋、 大腿四頭筋）及
び非利き 足の下肢帯・ 大腿後面筋（ 中殿筋、 大殿筋、 大腿筋膜張筋、 ハムス ト リ ングス ）のト リ ガ―ポイ ント 数が有意に多かっ
た。［ 考察・ 結論］本研究によ り ス ポーツ 競技者の足関節捻挫の既往によ り 足関節アラ イ メ ント 及びト リ ガ―ポイ ント 発生に
影響する こ と が明ら かになっ た。足関節捻挫は発生・ 再発率が高い外傷であり 、足関節捻挫の既往は慢性足関節捻挫（ Chronic 
Ankle Instability： CAI）の発症要因と さ れている 。 ま た下肢筋の筋力低下及びバラ ン ス 能力低下は CAI の発症要因であ り 、
足関節アラ イ メ ント 及びト リ ガ―ポイ ント が関与する こ と が示唆さ れている 。 従っ て、 CAI の発症に足関節捻挫によ る 生じ
た足関節アラ イ メ ン ト 不良及びト リ ガ―ポイ ン ト によ る 筋力低下及びバラ ン ス 能力低下がCAI 発症の要因と なる 可能性が
示唆さ れた。

1 −  B −  8
健常者の立位姿勢アライメ ント と 潜在性ト リ ガ―ポイント と の関連性

安藝泰弘 
1,2）

、 沖野一平 
2）
、 谷津義康 

2）
、 井上　 仁 

1）
、 尾藤何時夢 

1,3）
、 高本考一 

1,3）
（

1）
 東亜大学通信制大学院、

2）
 こ こ ろ整骨院、

3）
 東亜大学人間科学部ス ポーツ 健康学科柔道整復コ ース ）

key words： 姿勢、 ト リ ガ―ポイ ント

［ 背景］姿勢アラ イ メ ント 不良（ 頚椎、 胸椎及び腰椎の脊柱、 骨盤、 肩甲骨、 頭蓋骨等の身体各部の相対的位置関係が崩れ）は
筋力や筋張力のバラ ンス 異常に起因し 、 筋骨格系疼痛の発症に関与する 。 一方、 潜在性ト リ ガ―ポイ ント は健常者にも 存在
し 、 筋力や筋張力のバラ ン ス 異常を も たら すこ と が報告さ れており 、 姿勢アラ イ メ ント 不良に関与する こ と が示唆さ れる 。
し かし 、 姿勢不良と 潜在性ト リ ガ―ポイ ント の関連性は明ら かにさ れていない。 本研究では健常者を対象に立位姿勢アラ イ
メ ント 不良と 潜在性ト リ ガ―ポイ ント と の関連性を 検討し た。［ 方法］本研究では健常男性 10 名を 対象と し た。 姿勢アラ イ
メ ント の評価と し て被験者に立位姿勢を 保持する よ う 指示し 、 左右の各指標点（ 肩峰、 肩甲骨上角、 肩甲棘、 肩甲下角、 腸
骨稜、 膝窩等）に目印と なる シールを 貼付し 、 前額面背側から の全身写真を デジタ ルカメ ラ によ り 撮影し た。 撮影画像を コ
ンピ ュ ータ ーに取り 込み、 各指標点において左の指標点から の水平線と 左右の指標点を 結んだ直線のなす角度を 計測し 、 各
指標点の高さ の左右差を 解析し た。 ま た姿勢制御に関与する 筋（ 僧帽筋上部、 肩甲挙筋、 小・ 大胸筋、 傍脊柱起立筋、 腰方
形筋、 小・ 中殿筋、 大殿筋、 ハムス ト リ ン グス 、 腓腹筋等）を 対象に潜在性ト リ ガ―ポイ ン ト の有無及びその数を 問診及び
触診によ り 評価し た。［ 結果］僧帽筋上部の潜在性ト リ ガ―ポイ ント が存在する 者は存在し ない者と 比較し 右肩甲棘の位置が
左と 比較し て下がる 傾向が認めら れた。 さ ら に左脊柱起立筋及び小・ 大胸筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント 数と 肩甲棘の高さ の
左右差と の間に有意な相関関係が認めら れた。［ 考察・ 結論］本研究によ り 健常者の立位姿勢アラ イ メ ント 不良と 潜在性ト リ
ガ―ポイ ント 発生と の間に関連性がある こ と が示唆さ れた。

1 −  B −  9
フ ッ ト スト ライクパタ ーンの違いにおける下肢筋ト リ ガ―ポイント 発生頻度の比較

井上　 仁 
1）
、 簀戸崇史 

1,2）
、 尾藤何時夢 

1,3）
、 髙本考一 

1,3）
（

1）
 東亜大学通信制大学院、

2）
 環太平洋大学体育学部健康科学科、

3）
 東

亜大学人間科学部ス ポーツ健康学科柔道整復コ ース ）

key words： trigger point、 foot strike pattern、 サッ カー、 ス ポーツ 競技者

［ 背景］ス ポーツ 競技者の走行時の足の初期接地パタ ーン［ フ ッ ト ス ト ラ イ ク パタ ーン（ Foot Strike Pattern： FSP）］によ り 下肢
の運動器（ 骨、 関節、 筋等）にかかる 生体力学的負荷及び下肢の筋骨格系障害由来の疼痛の発症頻度が異なる こ と が報告さ れ
ている 。 一方、 筋骨格系障害由来の疼痛の原因部位である ト リ ガ―ポイ ント（ 筋索状硬結上の過敏点）は長時間ある いは反復
性の運動等によ る 運動器への生体力学的負荷によ り 形成さ れる こ と が示唆さ れている 。 FSP によ り ト リ ガ―ポイ ント の発生
頻度が異なる こ と が示唆さ れる が、 こ れま で検討し た報告はない。 本研究ではサッ カー競技者の FSP と 下肢筋ト リ ガ―ポ
イ ント 発生頻度の関連性を 検討し た。［ 方法］大学サッ カー部に所属する 健常競技者 86 名を 対象と し た。 被験者のド レ ッ ド
ミ ル走行中の FSP を 動画撮影し 、 動画解析ソ フ ト によ り 被験者の FSP を Fore &  M id foot Strike（ FMFS）と Rare Foot Strike

（ RFS）に分類し た。 ま た被験者の下肢筋に存在する ト リ ガ―ポイ ント の有無を 問診及び触診によ り 評価し た 。［ 結果］利き 足
側の FSP において RFS の競技者では FMFS の競技者と 比較し て大殿筋ト リ ガ―ポイ ン ト の発生頻度が有意に高かっ た。
FM FS の競技者では RFS の競技者と 比較し て腸腰筋ト リ ガ―ポイ ント の発生頻度が有意に高かっ た。 非利き 足側の FSP に
おいて FM FS の競技者では RFS の競技者と 比較し て大腿四頭筋ト リ ガ―ポイ ント 発生頻度が有意に高かっ た。［ 考察］本研
究によ り サッ カー競技者では、 利き 足かど う かの違いと FSP によ り ト リ ガーポイ ン ト の発生筋およ びその発生頻度が異な
る こ と が明ら かと なっ た。 以上から 、 FSP は下肢筋における ト リ ガ―ポイ ント 発生に関与する こ と が示唆さ れた。
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1 −  B −  10
足部形態と 潜在性ト リ ガ―ポイント 発生と の関連性の検討

藤山瑞生 
1）
、 井上　 仁 

2）
、 簀戸崇史 

2,3）
、 尾藤何時夢 

1,2）
、 高本考一 

1,2）
（

1）
 東亜大学人間科学部ス ポーツ健康学科柔道整復コ ー

ス 、
2）
 東亜大学通信制大学院、

3）
 環太平洋大学体育学部健康科学科）

key words： 足部形態、 ト リ ガ―ポイ ント

［ 背景］下肢の筋骨格系障害の発症に偏平足や回内足等の足部形態と ト リ ガ―ポイ ント が関与する こ と が示唆さ れる が、 両要
因間の関連性は明ら かにさ れていない。 本研究はサッ カー競技者を 対象に足部形態と ト リ ガ―ポイ ント と の関連性を 検討し
た。［ 方法］大学サッ カー部に所属する 健常者 86 名を対象と し た。 足部形態は Foot Posture Index-6（ FPI-6）によ り 評価し た。
ま た下肢帯・ 大腿前面筋（ 腸腰筋、 大腿四頭筋）、 下肢帯・ 大腿後面筋（ 中殿筋、 大殿筋、 大腿筋膜張筋、 ハムス ト リ ングス ）、
及び下腿筋（ 腓腹筋、 長趾伸筋、 前脛骨筋）の潜在性ト リ ガ―ポイ ント の有無を 問診及び触診によ り 評価し た。［ 結果］： FPI-6
の総ス コ アにおいて利き 足と 非利き 足と の間で有意な正相関が認めら れた。 利き 足の FPI-6 の総ス コ アと 非利き 足の下肢帯・
大腿前面筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント 数と の間に有意な正相関が認めら れた。 ま た非利き 足の FPI-6 の総合ス コ アと 利き 足・
非利き 足の下肢帯・ 大腿前面筋及び非利き 足の下腿筋の潜在性ト リ ガ―ポイ ント 数と の間で有意な正相関が認めら れた。［ 結
論］： サッ カー競技者において足部形態と 潜在性ト リ ガ―ポイ ント 発生は関連する こ と が示唆さ れた。

1 −  B −  11
GHQ の指導は戦後の柔道整復教育にどのよう な影響を与えたか。

湯浅有希子（ 帝京平成大学ヒ ュ ーマンケア学部）

key words： 柔道整復師養成、 戦後の衛生行政、 カリ キュ ラ ム

【 目的】本発表は GHQ/SCAP 文書（ PHWS： 公衆衛生福祉局）およ び「 あん摩師、 はり 師、 き ゅ う 師及び柔道整復師学校養成
施設認定規則」（ 昭和 26 年 9 月 23 日 文部・ 厚生省令第 2 号）を 比較し 、 戦後の柔道整復師養成が GHQ から ど の程度、 影響
を 受けていたかを 明ら かにする 。【 方法】1949 年 11 月 1 日の GHQ/SCAP 文書の草案と「 あん摩師、 はり 師、 き ゅ う 師及び
柔道整復師学校養成施設認定規則」（ 以下、 規則と いう ）における 別表 1 と を 比較する 。 比較内容は、 養成施設への入学資格、
修業年限、 科目の分類、 科目名、 配当時間。【 結果】GHQ/SCAP 文書では次の通り であっ た。 養成施設への入学資格は「 中
学校卒業生」、修業年限は 2年。科目の分類は「 必修科目」「 選択科目」であった。科目名およ び配当時間（ カッ コ 内、時間）は「 解
剖学（ 280）、 生理学（ 245）、 病理学（ 175）、 衛生学（ 210）、 症候学（ 280）、 一般療法（ 280）一般マッ サージ療法（ 175）、 マッ サー
ジ理論（ 70）柔道整復理論（ 210）、 医学史（ 70）、 医事法規（ 35）、 マッ サージ実技（ 210）、 柔道整復実技（ 700）」。 ま た、 規則では
次の通り であっ た。 養成施設への入学資格は「 中等学校の卒業者と 同等以上の学力がある と 認めら れる 者」、 修業年限は 3 年。
科目の分類は「 専門教科」「 普通教科」「 選択教科」であ っ た。 科目名およ び配当時間は「 解剖学（ 280）、 生理学（ 280）、 病理学

（ 210）、 衛生学（ 140）、 症候概論（ 175）、 柔道整復理論（ 245）、 医学史（ 70）、 医事法規（ 35）、 柔道整復実技（ 630）」。【 考察】
GHQ/SCAP 文書では一般マッ サージ療法、 マッ サージ理論、 マッ サージ実技と いう 科目がみら れたが、 昭和 26 年の規則で
はこ れら が削除さ れていた。 こ のこ と は技術に関し て柔道整復独自の技術を 深化さ せよ う と の姿勢がみら れたと 考える

1 −  B −  12
柔道整復施術療養費に関する患者意識調査～受領委任払いに関する意識～

小野寺恒己（ 東町整骨院）

key words： 柔道整復療養費、 受領委任払い、 償還払い、 患者意識

【 目的】柔道整復療養費検討専門委員会において、 保険者ごと に受領委任払いから 償還払に変更する こ と ができ る こ と が検討
さ れる が、患者がそれを 容認する か否かは重要である 。本研究は当事者である 患者の意思を明ら かにする こ と を 目的と し た。

【 方法】柔道整復施術所通院中の患者178名を対象に、償還払への変更への意識と 理由を 質問紙調査によ り 回答を 得た。【 結果】
償還払への変更の可否（ 単数回答）では「 現状通り 」が 146 名（ 96.1％）、「 ど ちら でも 良い」が 6 名（ 3.4％）「 変更容認」が 0 名（ 0％）
であっ た。 現状通り が良いと の理由（ 複数回答）では、「 利便性」が 146 名（ 82％）、「 経済的負担」が 88 名（ 49.4％）、「 請求方法
がわから ない」が 73 名（ 41％）、「 保険料納入者の権利」が 33（ 18.5％）、「 国民の権利」が 21 名（ 11.8％）であっ た。【 考察】受領
委任払いは 86 年前から 継続し ている 方式であり 、 福田康夫総理は内閣参質一六八第一五号において「 患者が施術に係る 費用
の負担を 心配する こ と なく 、 その傷病に対する 手当等を 迅速に利用する こ と を 可能と する 趣旨から 認めている も のであり 、
今後と も 必要な制度と 考えている 。」と 答弁し 、「 経済的負担軽減」と「 利便性」を 重視し た政策である こ と と 本件結果は同様で
あっ た。 し かし 、 令和 4 年 6 月から 、 一定要件に該当し た場合に、 受領委任払いから 償還払いに変更さ れる こ と と なっ たが、
自己施術と 自家施術、 保険者から の照会に理由なく 回答し ない患者の償還払いへの変更は受け入れざる を 得ない。「 権利意
識」は少数派であり 、 ま た、「 ど ちら でも よ い」を 選択し た 3.4％は、「 御上意識（ 統治客体意識）」、「 諦め」、「 無関心」の潜在意
識がある も のと 考えら れた。【 結論】柔道整復療養費の受領委任払いを 利用し ている 患者は償還払いに変更する こ と を 望んで
いないこ と が明ら かになった。
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